






















































る。1958（昭和 33）年 10 月 1 日，小・中学校学習指導要領の告示により，修学旅行の教
育課程への位置づけも明確にされ，修学旅行の改善向上が一段と推進されることとなる。
また，高度経済成長の時代に入り，1959（昭和 34）年 4 月 7 日の文部省通達では，修学
旅行等の教育課程への位置づけの明確化に伴い，教育的意義に則する適正・安全な実施・
指導の徹底，ならびに国庫補助の開始に伴う全員参加の配慮を支持することとなった。 






 1985（昭和 60）年 4 月 26 日，文部省は全国の公立小学校・中学校・高等学校約 39，
000 校の特別活動実施状況調査を実施した。それによると，1984（昭和 59）年度の修学旅






























日数が大抵 1 泊 2 日と短いため，あまり長い時間を移動にあてられないこと，移動手段と
して飛行機が認められておらず，バスや新幹線に限られることも理由である。時期はみな，

































































と，1 泊 2 日寝食を共にするというのははじめての経験であり，今でも小学校時代の印象
の大部分を占める行事である。 

















































ⅰ）歴史文化体験 ①歴史文化遺産体験 ②生活歴史文化体験 
ⅱ）社会体験     ①一般社会・職場体験 ②福祉・ボランティア体験 ③平和学習 
④生活文化体験 
ⅲ）自然環境体験 
ⅳ）交流体験     ①学校交流体験 ②宿泊体験 
ⅴ）自然・スポーツ体験 ①陸 ②海・湖・川 
 
表 1．奈良県明日香村の歴史文化体験を目的とした小学校修学旅行のモデルコース 
日 時 行先・交通 内容 
8:00 学校 集合 
8:05～8:15  出発式 
8:20 バス 出発 



















17:00 バス ホテルへ 
9:00 バス ホテル発 
9:30 東大寺 東大寺着 
9:45～10:15 東大寺 東大寺・大仏殿見学 
10:30～11:00 奈良公園 奈良公園散策 
11:30～12:30  昼食 
12:40 バス 移動 
13:10 平城京 平城京着 
13:15～15:15  平城京見学 
15:20 バス 移動 
２日 







１，表２）。実施学年と実施期間は，どちらも第 6 学年 6 月を想定している。 










































日 時 行先・交通 内容 
8:00 学校 集合 
8:20 バス 出発 
12:20 熊野那智大社 到着 






16:10 バス ホテルへ 
8:00 バス ホテル発 
9:00～11:00 串本海中公園 水族館飼育体験 
11:05～12:00 昼食  
12:10～14:10 串本海中公園 スノーケリング体験 
14:30 バス 学校へ出発 
２日 
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